
鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡  Ⅹ

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書

２０１６

埼玉県戸田市教育委員会

戸田市文化財調査報告　ⅩⅩⅣ





巻
頭
図
版

第２号周溝状遺構　遺物出土状況（南西から）　





は  じ  め  に

　埼玉県の南東部に位置する戸田市は、荒川の自然に恵まれ、古くから交通

の要衝として発展してきました。現在は交通の利便性から都心部のベッドタ

ウンとして市街地化が進み、人口 13 万人を超える都市に成長しています。

　近年、まちの景観の変化とともに社会的、文化的な環境も変わってきてお

りますが、古来から受け継がれてきた伝統や歴史を守り、人々の絆を一層強

いものとするために、文化財の保護が求められているところです。

　そのような状況下において、今回報告いたします鍛冶谷・新田口遺跡第

10 次調査は、個人住宅建設に伴い、平成 27 年に緊急発掘調査が行われた

ものです。この発掘調査により、弥生時代後期から古墳時代前期に生活を営

んだ人たちが遺した貴重な痕跡を多数検出し、当時の人々の生活や土地利用

のあり方などを知る良好な資料を得ることができました。

　本書が、戸田をより深く学習するための一助となることができましたら幸

甚に存じます。

　最後になりましたが、本事業の遂行にあたり、ご尽力、ご協力を賜りまし

た関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

　　平成２８年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　戸ヶ﨑　勤





―　i　―

例　　　言

１．	本書は、埼玉県戸田市上戸田５丁目 27 番３所在の鍛冶谷・新田口遺跡第 10 次発掘調査の

発掘調査報告書である。

２．	発掘調査は、個人事業者による戸建居住専用住宅建設に伴う緊急発掘調査として、戸田市

教育委員会が実施した。また、出土品整理および報告書作成は戸田市教育委員会が実施した。

３．	発掘調査および整理作業、報告書作成に要した経費は、全て戸田市の負担による。

４．鍛冶谷・新田口遺跡第 10 次発掘調査は、平成 27 年４月６日から平成 27 年５月７日まで

実施し、 出土品整理は平成 27 年５月 11 日から平成 28 年３月 15 日まで戸田市教育委員

会生涯学習課埋蔵文化財整理室および戸田市役所生涯学習課執務室で実施した。

５．本書は、戸田市教育委員会が刊行した。

６．本書は、岩井聖吾が編集、執筆を行った。

７．	発掘現場での記録写真および出土遺物の写真撮影は岩井聖吾が担当した。

８．	本書の版権は、戸田市教育委員会が保有する。

９．	発掘調査成果の周知と活用または学術研究、教育等を目的とする場合は、本書の一部を無

償で複製して利用できるものとする。

10．出土遺物及び発掘調査に伴う各種データ等はすべて戸田市教育委員会が保管し、活用を図

るものとする。

11．本事業は、以下の組織により実施した。

　　　埼玉県戸田市教育委員会

	 　教 育 長　羽富　正晃（平成 27 年３月 31 日まで）

　　　 　 　戸ヶ﨑　勤（平成 27 年４月１日から）

　　　教 育 部 長　山本　義幸（平成 27 年３月 31 日まで）

　　　 　 　中川　幸子（平成 27 年４月１日から）

　　　次 長　小沼　利行（平成 27 年３月 31 日まで）

　　　 　 　鈴木　研二（平成 27 年４月１日から）

　　　生 涯 学 習 課 長　頓所　博行（平成 27 年３月 31 日まで）

　　　 　 　津田　孝一（平成 27 年４月１日から）

　　　生 涯 学 習 課 主 幹　津田　孝一（平成 27 年３月 31 日まで）

　　　生 涯 学 習 課 副 主 幹　雨宮　博子（平成 27 年４月１日から）

　　　生 涯 学 習 課 主 事　池上　裕康（平成 27 年３月 31 日まで）

　　　 　 　田中　聡　	（平成 27 年４月１日から）

　　　 　 　長澤　有史（平成 27 年４月１日から）

　　　 　 　岩井　聖吾（調査担当者）
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　　　発掘調査および整理作業参加者

　　　植村智美　榎本　昇　榎本眞由美　大熊福太郎　大原美紀　尾形美枝子　岡本統実

　　　加藤輝男　柴田久美子　関根洋子　冨山絵里子　中信節子　萩原庸子　平吹久美子　

12．本書の作成にあたり、次の方々・機関にご指導、ご助言、ご協力を賜った。記して謝意を

表するものである。

　　　小島清一　小坂延仁　篠崎健次　福田　聖　盛野浩一　吉田幸一　

　　　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課  公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

　　　新田口町会　戸田市都市整備部道路課　戸田市立郷土博物館　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・五十音順）
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１．挿図中の地図、検出遺構実測図等の方位は、図中に真北の方位を示した。

２．本書の国家座標、緯度、経度は世界測地系に則している。

３．遺構番号は、調査の進捗過程でそのプランの確認された順に遺構の種別ごとに付した。

　　なお、遺構略号は下記のとおりである。

　　SI：竪穴住居跡　　SX：周溝状遺構　　SD：溝状遺構　　P：ピット

４．発掘調査時の土層観察における色調の記録および整理作業時の遺物観察における色調の記

録は、『新版　標準土色帖』2013 年度版（小山正忠・竹原秀雄 編・著、農林水産省農林水

産技術会議事務局 監修、財団法人日本色彩研究所 色票監修、日本色研事業株式会社 発行）

を参考にした。

５．出土遺物で赤彩または黒彩がなされている箇所は、グレートーンにより実測図中に示した。

６．遺物拓影図は、向かって左側に内面を、右側に外面を、下側に底面を示した。ただし、外

面のみの場合には、向かって左側に外面を示した。

７．遺物の種別のうち、弥生時代後期後半から古墳時代前期に属する土器は、すべて「土師器」

と表記した。

８．遺構実測図および遺物出土状況図中に掲載した遺物は、断面図を「黒塗り」、投影図を「白

抜き」で示した。

９．土層断面図の層位番号は、基本土層と共通するものはローマ数字、個別の遺構覆土の層位

はアラビア数字で示した。

10．遺物観察表法量の［　］の値は残存部からの推定値を示す。

11．遺物実測図および遺物写真図版の縮尺はすべて 1/3 に統一した。

12．遺構実測図の縮尺はすべて挿図中に示した。

13．遺物実測図および遺物写真図版の個別番号のうち、「①」のように示した遺物は出土状況図中に出

土地点を示した資料であり、遺物出土状況図中の「①」に対応している。一方、「１」のように示

したものは一括取り上げ資料であり、遺物出土状況図に出土地点を示していない資料である。

14．標高は、Ｔ．Ｐ（東京湾中等潮位）を基準とした。

15．遺構実測図の水糸レベルは全て標高 2.50m に統一した。

16．出土遺物の註記は、下記の原則に基づき行った。

　　　例： ＫＳ． １０． Ｓ X　―　０１．　No. ２５　２０１５０５０１

　　なお、遺構外出土遺物については、遺跡略号、調査次、取り上げ年月日のみを記載した。

凡　　　例

遺跡略号 調査次 遺構略号 遺構番号 遺物番号 取り上げ年月日
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弥生時代後期後半

〜

古墳時代前期初頭

竪穴住居跡　１基

周溝状遺構　４基

ピット　　　１基

弥生土器

土師器

土師器転用砥石

・荒川流域の自然堤防上で

よく検出される周溝状遺構

を４基検出した。

・第２号周溝状遺構からは

遺存状態が良好な土器が出

土した。

中世 ピット　　　１基 板碑
・第 18 号ピットから板碑片

が 1 点出土した。

その他
溝状遺構　　１条

ピット　　２２基

要 約

　本調査地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地である鍛冶谷・新田口遺跡の範囲に属し、JR 埼京
線戸田駅から南東に 650m、戸田公園駅から北西に 810m の戸田市上戸田５丁目 27 −３に所
在する。
　今回の発掘調査では、弥生時代後期後半から古墳時代前期初頭の竪穴住居１軒、周溝状遺構
４基、その他溝状遺構１条、ピット 24 基を検出した。また、これらの遺構に伴い、弥生時代
後期後半から古墳時代前期の弥生土器・土師器、土器転用砥石、中世の板碑が出土した。特に、
第２号周溝状遺構（SX02）からは遺存状態が良好な土器が大量に出土し、周溝状遺構の性格
を検討する上で重要な資料を得る事ができた。

報告書抄録
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